





A Study of Collaborative Works 
of NAKADA, Yoshinao and KOBAYASHI, Jun’ichi 
on GENDAI KODOMONO-UTA MEIKYOKU ZENSHU (Masterpieces of  
Japanese Contemporary Children Song) (2nd Edition): 




Yoshinao Nakada (composer) and Jun’ichi Kobayashi (poet) are editors of GENDAI KODOMONO-UTA MEIKYOKU 
ZENSHU (Masterpieces of Japanese Contemporary Children Song) (2nd Edition). They put 11 pieces of collaborative works 
in the album. The 9 pieces of those include onomatopoeia in a text. I analyzed all of them, and found the following characters 
about their way of expression of onomatopoeia : 
1)  Plural poetry includes the onomatopoeia in a title. 
2)  Plural poetry completes the last of the stanza clause in onomatopoeia. 
3)  Dynamics marks (of music) emphasize onomatopoeia. 
4)  The most high-pitched tone of the melody is set on onomatopoeia. 
5)  Articulation (staccato in particular) is added to onomatopoeia. 












































1.1.  概要 
『名曲全集』は 1969 年（昭和 44 年）2 月 20 日に初版
（第1刷）が刊行され、第32刷まで増刷を重ねた後、1990






























































曲名 作詞 作曲 曲名 作詞 作曲
25 おたまじゃくしはなかないね 宮沢章二 中田喜直 かたぐるま 神沢利子 服部正
29 ふじのはなのぶらんこ 小林純一 中田喜直  つみき まどみちお 中田喜直 
32 やきいもほかほか 小林純一 中田喜直 チリンチリンじてんしゃ 小林純一 中田喜直
63 コスモスがさいた まどみちお 中田喜直 海ほおずきの歌 田中一郎 山本雅之 
80 かあさんがかあさんがいないんだね サトウハチロー 中田喜直 こけしのちびっ子 サトウハチロー 三木トリロー
90 鬼の子守唄 阪田寛夫 中田喜直 ちびっこマーチ 保富康午 藤家虹二 






1.3.  中田・小林による共作 
二訂における中田（作曲）・小林（作詞）による共作、
及びそれらのテキストにおけるオノマトペの一覧を以下、





























曲名 視覚 聴覚 触覚 動作 気分・心情
21 大きなたいこ どーんどーん とんとんとん
26 あひるのぎょうれつ があがあがあ よちよちよち すいすいすい
29 ふじのはなのぶらんこ ぽちょん
32 やきいもほかほか ほかほか ほくほく
46 ひらひらちょうちょう ひらひら

































歌が開始される 3 小節目（以下、「T. 3」のように略記
する。）は『200』がmfであるの対し、『名曲全集』では


































 　詩の体裁に着目すると、第 1 節 3 行目を別として、全
ての行について 1 文節毎に 1 マス分のスペースが挿入さ




されている。なお第 2 節 5 行目「あとからひよこが」に











































































































T. 2 の 1 拍目、T. 4 の 1 拍目、またT. 5 の 3 拍目には

























後奏T. 12 の 1 拍目に曲中で初めて 16 分音符が現れる
が、2 点ニに始まる下行音型「レドラファ（レ）」（固定

























































































第 1 節 3 行目「あかい」、第 2 節 3 行目「しろい」）。 
音楽は全体が16小節（前奏2小節、 歌8 小節、間奏 4小
節、後奏 （2＋） 2 小節） と、バランスの良いシンプルな構
造である。これは明らかに詩の構造に倣ったものである。 
この曲の表現、感動の中心はT. 7-8 にある。これは詩
の各節 3 行目「あかい あかい」「しろい しろい」に当た
る部分であり、前述の通り第1、2節のコントラストを視



















































































間奏はリピートを含んで延べ 3 小節（T. 11、3、4）と
なるが、その始めのT. 11 は意表を衝く移行部として機























































































































































































































3.1.  詩について 


























3.2.  音楽について 
中田の音楽におけるオノマトペの表現については、以















































番号  曲名  タイトルにオノマトペを含むもの  詩節の最後がオノマトペで締め括られるもの 
21 大きなたいこ ○ 
26 あひるのぎょうれつ ○ 
29 ふじのはなのぶらんこ 
32 やきいもほかほか ○ 
46 ひらひらちょうちょう ○ 
49 はなのおくにのきしゃぽっぽ ○ ○ 
58 かぽかぽこうま ○ ○ 
70 心の中のオルゴール  
95 おひるねしましょう ○ 
36
こども教育宝仙大学　紀要　9(2)　（2018年3月発行）

























































 1） 葛西（2012、2014）を参照。 
 2） 中田、小林の氏名の記載順序については、初版（新訂）、
二訂共に同様である。 














21 大きなたいこ T. 9, 10 T. 4, 6, 9, 10
26 あひるのぎょうれつ T. 10 よちよち（表情指示）
29 ふじのはなのぶらんこ T. 9 T. 9 




49 はなのおくにのきしゃぽっぽ  T. 9, 10  T. 10, 11













 4） 葛西（2014）では『こどものうた 200』の楽譜に基づい
た分析を行っている。本稿の分析との比較に当たっては、
前掲書を参照されたい。 





　本稿は日本保育学会第 68 回大会、第 69 回大会において筆
者が発表した内容に、加筆・修正を行ったものである。 
